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最低水温の場合は地帯に関係なく，水温の方が気温よ

り湛水期間中を通じて約20C以上高かった0

4．む　　す　　ぴ

1963年から各農業普及改良所で観測された水田水温に

っいて検討した結果，次のような点が明らかとなった0

1．1963．，64，，65年とも7月の気軋水温の低温

によって．各地で障害不稔が発生した。その時の各年次

の水田水温は最高水温の場合は1963，’64，’65年の順

で低くなり．最低水温では1964，’63，’65年の版で低

かった。低温の程度はいづれの年次も平年より最高水温

は2～40C低いが．最低水温は1965年だけが1・5～2・0

OC低かったが，他の年次は平年なみであった0

2．水田水温と気温とを比較すると，水温の方が気温

より高温を示すが，ある時期以降になると最高温度では

水温が気温より逆に低くなる。

最高気温と最高水温が逆になる時期は，測定地の稲の

生育によってことなるが，生育の良い津軽中丸南部平

野地帯では7月中旬に，山間地帯ではかんがい水温の影

響で7月中旬，津軽北部地帯では7月下旬になるが，下

北半島地帯と海岸冷涼地帯では生育全期間を通じて水温

が気温より高かった。

最低水温では各地帯とも湛水期間を通じて水温の方が

気温より20C以上高かった。

会津地方における降電害について

三橋　貞男・小林　幸雄・唐橋　　益

（福島県農試会津支場）

1．ま　え　が　き

異常気象と云われた昭和40年の7月1日に，会津盆地

北部地帯は径3cm前後の降電により被害面潰3，700加にわ

たり．農作物に大きな被害を受けた。さらに昭和41年6

月27日に，会津南部山添地帯で，ピースの箱の兢程度の

偏平な降電により，300毎にわたり被害があった。県内

においては昭和40年9月中旬中通南部の表郷地帯で降電

により，収穫間近の水稲の籾が脱粒し収穫皆無という悲

惨な被書を受けた。このほかに阿武隈山間の田村都下で，

昭和40・41年と二度にわたり降宅があり，そのためこの

地方の特産であるタバコ，桑などに被害が発生した。

降宅の原因などについては，ここではふれないが，会

津地方に発生した降届による被害の実態と，特に水稲に

おける被害の程度と収量との関係について行なった試験

結果並びに被害回復対策概要について報告する。

2．降筍による農作物の被書程度

降宅による農作物の損害は作付面頓により当然ことな

るが作物別にみた被幸による減収状況は第1表のとおり

である。

すなわち，ホップ・小麦・トマトなどは収穫皆無，つ

いでナス・タバコの70％‥馬鈴薯60％，水稲309多の減収が

みられ，降零時に作物が生殖生長になったもの，さらに

草丈の高い作物ほど個体当りの被害は大きかった。また

降電時の風向きは北西の突風で．降宅の巾は4血前後で

あり，これは40年7月1日の会津平坦北部の場合も，41年

6月27日会津南部山間部の場合も同じ憤向をしめした○

このような事情から鼻作物の被害程度は，降電駐燐と

当該作物の作付両横と作物の生育程度の大小並びに熟度

などの紗こよってことなっている●

3．水稲の降宅害に関する試験

1．試験設計

llI　供託品種：フジミノリ・さあにしき

ほl育苗法：保温折衷苗代　250g播　38日常

l引　田植期：　6月3日

14】栽植密度：26e椚×23仁政　3本植

15）施肥量：N；10吻・P；9K・K；9K

18I処理方法：7月2日に降零時の被害に摸して処理

を行なった。

（7）試験区構成

①茎葉部強打区　②地上2㈹切除区　◎地上3m

折曲区　⑥地上10m折曲区　⑤兼身しとき区　⑥

無処理区

2．試験経過の概要

田植後の気象条件は順調であったので．処理当時の稲

の生育はきわめて良好であった。処理は細竹でたたいた
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第1表　作物別減収率

（昭和40年7月1日生育損傷70％以上の地帯）

り，金櫛でしごいて．ブサブサ忙したり，出来るだけ電

蓄実態に摸した処理を行なった。折曲区では菜イモチ病

の発生がみられたので試験に支障のないように防除に努

めた。その他害虫の発生はなく順調な経過をしめした。

3．試験結果並びに考察

山　生育について

処理区は無処理区に比べ稲の生育抑制が著しかった。

その抑制程度は草丈においてフジミ／りで　地上2e舵切

除区＞茎葉部強打区＞地上10m折曲区＞地上3e舵折曲区

＞秦身しごき区＞無処理区。さあにしきは　地上2e糀切

除区＞地上10m折曲区＞茎葉部強打区＞地上3e盈折曲区

＞菓身しごき区＞無処理区の順に遅延した。また地上2

仁政切除区は切除後1日経過で草丈で6cmの伸長をしめし

た。地上10e椚折曲区が，地上3仰折曲区より生育の回復

程度がフジミノリ，さわにしきともに遅延したのは，地

上10cm折曲区が新薬の出現のさいに，折曲部で出菜が．

おさえられたためと観察された。一方地上3e孤折曲区は

株元より折曲部の回復がみられた。そのために回復が早

かった。

茎葉の硬軟においては，茎葉部強打区，地上10e盈折曲

区，地上2e乱切除区が新薬の出現が遅くれたため軟弱で

あった。

茎数においては，フジミノリは無処理＞菓身しごき区

＞茎葉部強打区＞地上3e彷折曲区＞地上10e孤折曲区＞地

上2m切除区の順に，また，さわにしきでは無処理区＞

茎葉部強打区＞地上3e統折曲区＞菓身しごき区＞地上10

m折曲区＞地上2e孤切除区の順に劣った。地上2e罷切除

区においては切除後1日で40～50％の再生をしめした。

また茎葉部強打区の茎数が比較的多かったが，軟弱茎数

が多かった。

蔵敷においてフジミノリがさわにしきに比較して，地

上2C花切除区以外各区とも穂数が少ないのは，品種の特

性によるものと思われるが．透水性と施肥量とくにN・P

成分の施肥割合のちがいでも明らかに差がみられる。こ

れは今後の検討課題として明らかにする必要がある。ま

た処理当時，稲の生育は幼穂形成期ごろにあたり，しか

も地上10e郡折曲区，茎葉部強打区が，被害の激甚にもか

かわらず穂数を確保できたのは．両品種ともに技水管理

と兼イモチ病の防除が適切であったことにもよるようで

ある。

121玄米重について

玄米重は両品種ともに，同じ懐向を示した。すなわち

②地上2m切除区＜④地上10m折曲区＜①茎葉部強打区

＜③地上3e諏折曲区＜⑤菓身しごき区の順に優った。地

上10C郡折曲区が，3e糀折曲区より劣ったのは　tlIlOe盈折

曲区では下部よりの補使分けつの伸長に邪魔になること

（2贋イモチ病の発生が多かったことに因るものと思われ

る。これに対し3C郡折曲区では補償分けつ茎の伸長も順

調で，葉イモチ病の発生はみられなかった。

4．総　　括

各区とも処理区は魚処理区に比べ生育の抑制が菅しか

った。とくに地上2C椛切除区茎葉部強打区，地上10C証折

曲区などでは，生育遅延程度は大きかった。被害回復に

は処理（被害）後1週間の水管理と菓イモチ病の防除の

程度のちがいにより．後期生育に大きく影響を与えるも

のと思われる。すなわち，水管理は処理（被害）後2～

3日は落水状態とし，新根の発生を促すようにし．その

後浅水湛水並びに間断潅水を行ない，深水湛水は行な

わない。とくに採水温水状態では損傷部よりの浸水によ

り腐死するかまたは生茎が軟かく菓イモチ病の発生を促

す結果となる。菓イモチ病の防除は処理（被害）後，た

だちに薬剤散布をする必要があるものと考えられる。

4．水稲における被書回復のための対策概要
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生殖生長期における降電害の影響については．幼穂の

生長程度によりその被害も，なりまた出穂後の被害は収

橙皆無と云う甚大な影響を受けることは想定されるが．

ここでは栄養生長期間内における降電害の対策について

検討した。

1．電蓄により折曲した稲株はそのままの状態で下項

以下の管理を行ない，また折曲部位より切除くと補依作

用が劣り，収竜は甚しく低下する。

2．折曲した稲株は2～3日落水状態とし姐傷部を水

面に出す。その後淡水湛水状態並びに間断泡水を併用し

薪葉の発現を促すことが望しい。深水状態では株腐れが

促がされ易い（高温ほど大きい）ようである。また田植

後の日数が少ない場合には保温に努める必要がある。

3．折曲稲株の多い場合は，採水状態が統くと，菜イ

モチ病の発生が促がされ易いので．薬剤散布による菓イ

モチ病の完全防除を行なう必要がある。

4．被害後1週間前後で，新茎葉の発現がみられる

が，折曲られた茎葉が完全に枯死した頃に田打車または

手取りにより土壌の撹拝を行ない，新艇の発生を促す管

理が必要である。

5．あ　と　が　き

被害発生直後は，目もあてられない惨状であるため

に，ともすれば被害の過大評価のために生産意慾を失う

農家もある。このような中で農業技術者に頻られるもの

がきわめて大きい（活着后～幼穂形成期前の間であれは

70～90％作の恢復は期待できるので）被害を最少隈に喰

い止めるためには，被書の実態を早急に把握するととも

に，作物ごとの生育に適合した被害回復対策を適切に行

わねばならない，そのため本報告が参考になれは望外の

害びである。


